
＜ 春のみずべ公園で生きもの観察 ～⑦その他の昆虫とトカゲ＞
かんさつ

ひたち野うしく小 4年生と歩いたみずべ公園、今回は、花以外で見つけた昆 虫 とトカゲを 紹 介し
こんちゅう しょうかい

ます。

まずは、チョウの仲間でルリタテハ。はねを閉じると、樹皮と同
なか ま と じゅ ひ

じ色になって見 失 ってしまいます。飛ぶスピードも速いのですが、ま
み うしな と はや

た元の場所にもどってくることが多いので、目で追いかけながら少し
もと お

待ってみましょう。ところでチョウも昆 虫 ですが、足は何本？「6
ま こんちゅう

本に決まってるじゃん」と聞こえてきそうですが、右上の写真をよく
しゃしん

見て下さい。「あれっ、4本？」じつはタテハチョウ科のなかまでは、
か

前足 2本が退化し短く折りたたまれて 4本のように見えているので
たい か

す。もちろんこの足でつかまることはできませんが、そのかわり味を
あじ

感じることができ、エサの葉や幼 虫 を感じることができるそうです。
は ようちゅう

続いてミヤマセセリ。セセリチョウ科の仲間で、茨城県南では 珍 しくなってしまいました。2～ 5
なか ま めずら

組さんの時には、泥水を吸っているモンキアゲハがいましたね。蜜ではなく、水分とミネラルを補 給
どろみず みつ ほ きゅう

していたのですが、なんと前半のクラスが到 着 したときから、後半のクラスが帰るときまで 3時間以
とうちゃく

上も吸い続けていました。
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はねを開くときれいな薄青色のもようが見えるが(左上)、閉じると樹皮と同じ茶色
うすあおいろ じゅ ひ ちゃいろ

っぽい色で目だたず(右上)、ちょっと離れるとどこにいるのか分からなくなる(下)。
はな

落ち葉に似た色で見つけにくいミヤマセセリ(左)と、泥水を吸って水分とミネラルを補 給 するモンキアゲハ(右下)。
どろみず ほ きゅう



モンキアゲハの近くで、やはり泥水を吸っているコガタスズ
どろみず

メバチがいました。こちらは、あまり長い時間はいないで、20

分程度で飛んでいったようです。
てい ど と

低い草の中を動くものがあり、よく見ると、ルリイロナガハ
ナアブという黒っぽいハナアブが 5、6ひきのクロヤマアリに襲

おそ

われているところでした。みんな、生きるのに一 生 懸命です。
いっしょうけんめい

ハナアブといえば、ヒラタアブ類のさなぎも見つけてくれま

したね。とても小さく見つけにくいのですが、おおぜいで探すと

見つかるものですね。写真下側が頭です。それにしても、よく見

つけました。

テントウムシも、いろいろな種類が見られました。
しゅるい

アジアイトトンボも、めすが小

さな虫をつかまえ食べているのが見

られました。トンボは、幼 虫 のヤゴ
ようちゅう

も成 虫 も肉 食 なのですね。成 虫 の
せいちゅう にくしょく せいちゅう

場合はハエなど飛んでいる虫をつか

まえることが多いようで、以前、シ

オカラトンボが大きなサトキマダラ

ヒカゲというチョウをつかまえて食

べているのを見ました。

泥 水を吸うコガタスズメバチ(左上)と、ルリイロナガハナアブを襲う
どろみず おそ

クロヤマアリ(右上)。ハナアブの仲間、ヒラタアブ類のさなぎ(下)。
なか ま るい

ナナホシテントウ(左)とナミテントウ(中)、ヤマトアザミテントウ？(右)。

飛びながら小さな虫をつかまえて、

食べるアジアイトトンボのめす。



次に、カメムシの仲間。生きものの名前はその特 徴 か
なか ま とくちょう

らつけられることが多いですが、ハリカメムシは、胸 部
きょう ぶ

の 両 わきが針のようにつき出ています。アカサシガメ
りょう はり

は 3年生も学校裏で見つけましたが（第 3号）、全身ま
うら

っ赤。1組さんの観察が終わって集合したときには、ヨ
コヅナサシガメが集まっていました。幹のくぼみや樹木

みき じゅもく

プレートの裏などで幼 虫 がかたまって冬をこします
うら ようちゅう

（26年度第 2号など多数）。腹部にある白黒のしまもよ
ふく ぶ

うを、横綱の「化 粧 まわし」に見立ててついた名だそう
よこづな け しょう

です。幼 虫 は赤と黒が目だちますが、写真上部の全身が
ようちゅう

赤いのは、脱皮したてのものです。カメムシの多くは
だっ ぴ

植 物の茎の汁などを吸いますが、サシガメの仲間は昆
しょくぶつ くき しる す なか ま こん

虫 の体液を吸って育ちます。ひどいと思うかもしれませ
ちゅう たいえき す

んが、桜 の木にとっては葉を食べる害 虫 を食べて増え
さくら は がいちゅう ふ

すぎるのをおさえてくれる、ありがたい虫なのです。

こちらも、ありがたい昆 虫 。オオヒラタシデムシです。ミミズの死体を食べていました。気持ち
こんちゅう

悪いと思うかもしれませんが、これらの虫がいなくなったら、みずべ公園は動物の死体だらけになって

悪い病気も広がってしまうかもしれません。ヒトも含めいろいろなたくさんの生きものが、お互いにつ

ながり合ってバランスがとれているのです。右はコメツキムシの仲間。特 徴 ある形ですね。
なか ま とくちょう

両 わきが針のようにつき出たハリカメムシ(左上)、全身赤いアカ
りょう はり

サシガメ(右上)、 桜 の幹に集まっていたヨコヅナサシガメ(下)。
さくら みき

ミミズの死体を食べるオオヒラタシデムシ(左)と、シモフリコメツキのなかま(右)。



枝を見上げると、ハラビロカマキリの卵のうがついていました。ふだん木の上で暮らしていて、樹液
えだ らん く じゅえき

や花、果実に来るチョウなどの昆 虫 をつかまえて食べるようです。
か じつ こんちゅう

エゴノキでは、葉が切れて丸まりぶら下がっているのがいくつも見られましたね。これはエゴツル
は

クビオトシブミのゆりかごで、中には 卵 がひとつ入っています。ふ化すると幼 虫 は、その葉を食べ
たまご か ようちゅう は

て育ちます。5/17の 3年 2・4組の観察の時には成 虫 も見られたので、後日報告したいと思います。
せいちゅう ほうこく

その他、虫こぶ 2種類。丸い大きなどんぐりのなるクヌギの枝には、クヌギハナカイメンフシが

たくさんついていました。同じものが校庭のクヌギにもありますが（第 4号）、クヌギハケタマバチが
こうてい

おすの花に 卵 を産みつけてできる虫こぶで、6月ころに羽化して今度は葉の裏に産卵するそうです。
たまご う う か は うら さんらん

イヌシデの枝には、ソロメフクレダニが冬芽に産卵してできるイヌシデメフクレフシがついていまし
えだ ふ ゆ め さんらん

た。仲間のアカシデには別の虫こぶができるので、虫こぶから木の種類を見分けることもできます。
なか ま しゅるい

最後にニホントカゲ。みずべ

公園にはカナヘビもトカゲもいま

すが、トカゲはカナヘビとちがい

土の中にもぐるからでしょうか、

観察の授業ではカナヘビの方がよ

く見つかりますね。そのほかにも

いろいろなちがいがあります。

図書館の本などで調べてみません
と しょかん

か？ 【理科支援員：宮内】

ハラビロカマキリの卵のう(左上)と、エゴツルクビオトシブミのゆりかご(右上)、クヌギハケタマバチによる
らん

虫こぶクヌギハナカイメンフシ(左下)、ソロメフクレダニによる虫こぶイヌシデメフクレフシ(右下)。

手のひらにのせて見せてくれた、

ニホントカゲ。


